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はじめに

　「南文庫」は、2004年2月26日、深谷松男氏に

より北陸学院に寄贈された、故南信子氏の蔵書等

の総称である１。現在、和書と洋書は、三小牛キャ

ンパス内ライザー館２階、大学同窓会が利用して

いる部屋の棚に置かれている。手稿ノート等は、

2013年度に入って飛梅のウィン館に移された。

　本稿の執筆筆頭者は、北陸学院大学で勤務を始

めた2010年度に、南文庫に出会い、和書を利用

する過程で整理作業を始め、まず、南の生涯と保

育論を日本幼児教育史のなかに位置づける試みを

行い２、次に南の研究業績（著書・論文等）を調

査してリストにまとめた３。

　保育に関する和書には、戦前のものがない。と

すれば、南は基本的に洋書を利用していた、とい

う仮説がなりたつ。そのため、今回、洋書リスト

を作成した。

　また、手稿ノートのリスト作成は、熊田が担当

した。

　二つのリストが、南の保育論形成過程の解明に

役だつことを願うものである。

　以下、「南文庫」の概要についてまとめ、終わり

に今後の利用に向けて若干の意見を申し述べたい。

１．「南文庫」の概要

１）和書

　和書の見返しには「ヘッセル記念図書館所蔵」

の紙ラベルが貼られているが、図書館として受け

入れはされておらず、リストも作成されていない。

　筆者が2010年南文庫に出会ったとき、和書の

並びは雑多な状態で、その中から南信子自身の著

書を探すのさえ困難だった。そのままでは全体像

を把握できないので、ともかく内容的に近いもの

をまとめる作業を続け、途中から分類の目安が見え、

南の著書がすべて含まれていたことも確認できた。

　和書は、以下の様に分類することができる。

　　①　南信子による著書（共著を含む）４

　　②　キリスト教会・キリスト教主義の学校や

　幼稚園の歴史や記念誌、キリスト教保育

　に関するもの（多くは寄贈本）５
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要旨
　本稿は、北陸学院に寄贈された南信子(1914-2003)の「蔵書や手稿ノート等」（通称「南文庫」）

の概要を、洋書と手稿ノートのリスト作成によって明らかにし、今後の利用に向けて若干の提言を

加えたものである。

　洋書や手稿ノート等から、南と南を取り巻く人々の関係、特にロエナ・ウィン女史や恩師立花富

との密接な関係を知ることができる。洋書や手稿ノート等には、南信子の保育思想形成を探るうえ

できわめて貴重な史料が含まれている。

キーワード：南信子（Nobuko Minami）／キリスト教主義幼稚園（christian kindergarten）／

　　　　　　　　　幼児教育史（history of early childhood education and care）
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　　③　キリスト教関係図書（生き方を考える図

　書を含む）

　　④　保育原理・保育学総論

　　⑤　心理学関係（幼児児童の範囲より広い）

　　⑥　保育の各領域に関する教科書・参考図書

　（圧倒的にこの領域が多い）

　　⑦　第一幼稚園の印刷物（卒業記念等）

　　⑧　寄贈本その他（歌集句集が多い）

２）洋書　リストは表１

　今回のリスト作成作業を通して、洋書の大半が

保育に関するものであること、同時に元の所有者

がわかる書物が多いことが明らかになった。６

　ここでは、「見返し」から見える、南と南を取

り巻く人々の関係の一端を明らかにしたい。

　なお、表１中の番号（３桁）は、作成者が配架

順に振ったものである。

　124冊のうち、2/3は見返しに署名がなされて

いる。

　南自身のサインがあるのは、11冊である。

　保育短期大学設立のために南と同時期に招聘さ

れた、ロエナ・ウィン(Rowena Hudson Winn)７

のサインのあるものが25冊、うち3冊（1、21、97）

は南への献詞が記されている。

　次に注目されるのは、立花富８のサイン（ロー

マ字）がある８冊（10、37、40、42、47、55、

62、112）である。

　他に、「藤東蔵書」という朱印が押された6冊は、

1912 ～ 1917年の古いものである９。

３）手稿ノート　リストは表２（熊田凡子担当）

　リストの番号は、寄贈時点で振られていたもの

である。

　60番までは南信子が勉強や研究に使用したノ

ート、それ以後は、南信子が講演会で話した原稿

が主に記されたノート、という分け方になっている。

60番以降は大まかに内容が記されたリストが添

付されていたが、本リストはその部分も含め、筆

者(熊田)が内容を詳しく調べ加筆したものである。

添付リストの内容が、手稿ノートの表紙や初頁に

記載されているタイトルと異なっているものも多く、

その場合は訂正している。

　表作成にあたり、年代が明確なものには西暦年

を明記した。ただし、何年にも渡って使用された

ノートの場合は、最も古い年を記した。

　注目される手稿ノートは、戦前のもので20番

と233番である。

　20番は、1939(昭和14)年、南信子がランバス

女学院研究科において学んでいた時のもので、

「保育案　昭和拾四年　南信子」とノートの表紙

に記されている。ランバス女学院附属幼稚園の保

育は、南がランバス女学院で学んだ保育内容・方

法と見ることができる。

　４月から３月までの年間カリキュラムが記され

ており、毎月、月主題から始まり、第１週から第

４週までの、週案月案であり、会話と自由作業が

中心にある保育案であるという特徴がある。

　この20番のノートは、南信子の保育の源流、

保育思想の形成の内実を明らかにする上で重要な

手がかりを与えてくれるものである１０。

　次に233番である。これは、英文で記されてい

るが、南信子の筆跡とは明らかに異なり、南信子

の恩師である立花富が使用していたものと思われる１１。

　また、この233番の内容と類似しているのが

226番である。233番と226番は、いずれも乳幼児

の発達、特に１～３歳くらいの子どもの発達の特

性とナースリー・スクールの内容が中心で共通性

がみられる１２。

　ノート226番は、素材から米国製と見られ、南

信子が留学時に使用していた可能性が高い。三冊

組みの一冊に、ノート233番と類似している箇所

がある。南信子は、233番を用い、幼児期の教育

のあり方や、乳幼児の発達の理解の重要性を学ん

だのであろう。

　戦後の手稿ノートには、主に講演会や北陸学院

短期大学・金沢大学等での講義、また北陸学院短

期大学での礼拝奨励や金沢教会祈祷会におけるお

話等が一冊の中に混在しているものが多い。

　講演会で語られ中身を明らかにできるものは、

日付と具体的内容を表記した。

　南信子の講演集ともいえる戦後の手稿ノート

は、同じような内容が繰り返されている。北陸地

区のキリスト教幼稚園やキリスト教保育連盟の研

修会で、「キリスト教保育と実践」「キリスト教保

育の今日的課題」といった講演が幾度となく行わ

れ、講演で語られた内容が雑誌に掲載され、逆に
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それを講演に用いている場合も多い。それが手稿

ノートから確認できる。

　附属幼稚園母の会、各幼稚園母の会、そして

ナースリー・スクール母の会のほか、講演会は、

キリスト教保育に限らず、石川県内の各市町村

の保育士会や私立幼稚園協会東海北陸大会など

においても行われ、そこで、南信子の保育観、

幼児観、人生観等が語られた。また、金沢大学

では「育児学」を担当し、乳幼児の発達の特質

と保育原理を教授していたことが、手稿ノート

184番からわかる。

　戦後の手稿ノートの中心にあるのは、キリスト

教保育における人格教育である。北陸学院短期大

学、金沢大学、さらにキリスト教保育連盟夏季大

会において、人格教育の重要性を伝えようとして

いる。

　南信子が人格教育を語る場合、オルポートをは

じめ、心理学者の理論を用いることが多い。「南

文庫」の和書、洋書等から学んだことや、アメリ

カ留学で得たものが大きいと思われる。

　手稿ノート52番には、1954年8月18日(水)か

ら9月7日(土)まで、南信子が横浜港からアメリ

カ留学に向かう船旅時の思いが記されている１３。

　そこから、南信子が保育実践家として保育理論

研究を深めたかった思いを知ることができる。は

じめは、アメリカに向かう不安な思いや、ライザ

ーをはじめ多くの仲間たちに励まされ祈りつつ出

発したことが綴られているが、その後には、幼児

期におけるキリスト教的人格の完成、そのために

学びたいと記されているのである。

　南信子は、幼児の人格形成について、思想的・

哲学的・心理的に学び、その原理をつかみ論文を

書くという決心をしていた。人格形成と保育原理

の学び、理論専門の研究家としての起点がここに

あったということができる。

　南信子がアメリカの留学時に学んだことは、手

稿ノート110・111・112番からわかる。乳幼児の

発達、子どもの特性、宗教教育について学び、帰

国後、人格教育を中心に据えた講演内容になるの

である。

　手稿ノートは、南信子の歩みにおいて、保育実

践と保育理論のいずれにおいても重要な手がかり

を示す貴重な資料である。

４）アルバム

　ダンボール箱２つに入れられている。

　寄贈前に整理にあたった佐々波秋子氏１４によ

ると、アルバム類はかなり整理されて、聖和時代

のものは聖和に送ったという。そのため、南の個

人的アルバムではなく、北陸学院の歴史探求に役

立つ資料１５となっており、箱にはその目的での

ナンバーが振られている。

５）「卒業記念帖」類

　南が大切にしてきたと思われる「卒業記念帖」

４点を特に紹介したい。

　現物の保存状態に鑑み、スキャナで読み取り

（CD-Rに保存）を行ったが、これにより謄写版印

刷が不鮮明な部分も拡大して読むことができる。

　　①　『ランバス女学院幼稚園　昭和13年度修

了記念帖』

ランバス幼稚園の卒業記念帖。幼稚園保

母に、立花富の名前がある。

立花は、南信子に最も影響を与え、数年

後に聖和幼稚園で共に働くことになる恩

師である。幼稚園の日課が記録されてい

る点も興味深い。南が学生として特にか

かわっていたからこの記念帖が手元にあ

ると推測される。

　　②　『おもちゃ』　ランバス女学院　昭和13

年度卒業記念制作１６

「過去二か年の保姆教育を受けし・・・」

「26名の者が」とあり、卒業生が、おも

ちゃについて共同研究・調査を行い、そ

の成果をまとめたものである。

巻末に、「玩具店に於ける一時間の記録」

という調査研究があり、保育を学んだ学

生の心意気が感じられる。

　　その後の南は、

・昭和14年度　研究科でさらに1年学ぶ

・昭和15年度　最初の就職先である岩国

教会幼稚園に1年勤務

　　③　『鶴町幼稚園　第17回修了記念アルバ

ム』（皇紀2602年＝昭和17年度）1942

写真に南信子が一緒に写っている。子ど

もたちの様子がよく伝わってくる構成に
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実践書など和書の大半は処分して、散逸を防ぐの

がよいのではないかと考える。

　リスト作成が、歴史的資料（史料）保存に向け

ての判断材料になることを願う。

＜注＞
１ 寄贈時の添付文書（原文は縦書き）

-----------------------------------------

目　録

故南信 先生（北陸学院短期大学名誉教授）の遺言に基づき、

南先生所蔵の左記のもの、貴学院に寄贈致します。南文

庫として広くご活用いただければ、幸いに存じます。

　　　　　　　記

一．南信先生蔵書　　　　　一三二五冊

二．南信先生研究ノート　　　二三三冊

三．南信先生所蔵アルバム　　　一九冊

四．南信先生肖像画（長尾 己画）    一点

以上

二〇〇四年二月二十六日

　故南信　遺言執行者　深谷松男（署名）

学校法人北陸学院

　理事長・学院長

　　　　　井上良彦殿

-----------------------------------------

　その後、同年３月25日に、追加がなされた。

　追加についての文面は手書きで、「故南信先生の遺品中に、

さらに研究ノートが見つかり、また、直筆原稿及び会計

ノートがありましたので、研究ノートの追加として、また。

北陸学院の歴史にかかわるものとして、追加寄贈をさせ

ていただきます。」と記されている。
２ 拙稿① 「南信子　その幼児教育史上の位置」（北陸学院

大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要４, 2011年度）
３ 南信子の著書には、元にした過去の論文名がほとんど

記されていない。そのため、主として、北陸学院大学ヘッ

セル記念図書館所蔵の「基督教保育」及び「キリスト教

保育」誌（一部欠あり）に直接あたり、南信子が執筆し

た論文を調査・収集し（コピーを綴じて文庫に加えた）

リストを作成した。リストは、拙稿②「南信子　そのキ

リスト教保育論」（北陸学院大学・北陸学院大学短期大学

部研究紀要５, 2012年度）に掲載。
４ 拙稿②のリストを参照。北陸学院の図書館に、全部は

所蔵されていない。

なっている。

　　④　『聖和幼稚園　第２回修了記念帖』昭和

18年度　1943

保育者は、立花 富、南 信子２名である。

６）冊子体の貴重品

　　⑤　『Nursery School and Kindergarten Cur-

riculum by Rowena Hudson Winn』

　　　　（タイプ印刷）

後記に「これは公立学校のカリキュラム」

とあり、ロエナ・ハドソン・ウィンが自

らまとめたものである。印刷のない各左

ページ（印刷裏側）に、南による翻訳が

ペン書きされており、北陸学院の保育に

参考にしたと思われる。

　　⑥　『官報　資料版No.985』（昭和51年11月

4日、第14948号付録、大蔵省印刷局）

16ページのうち、7 ～ 15ページが「幼

稚園教育百年の歩み」の特集。１７

　　⑦　学生が児童文学など子どもに読んで聞かせる

「お話」を謄写版印刷で作成した冊子、２冊

　　⑧　文部省『保育要領（試案）』（ヘファナン

が作成にかかわったとされる）１８

　　⑨　文部省『教育心理　上』

２　「南文庫」の今後について

　南文庫の今後について、一言申しあげておきたい。

　歴史的に価値あるものが残されるには、いくつ

かの幸運が重なってのことが多い。

　しかし、今後、たとえば建物の改装や建替時に、

一部が失われてしまう可能性を恐れるものである。

　すでに、和書・洋書以外の、手稿ノート等が

ウィン館で管理されるようになったので、残る

は書籍類である。

　その解決策を次のように考えてみた。

　分量的に大部分を占める和書には、利用される

可能性の低いものが多く含まれている。

　一方、洋書には、まだ保育の手がかりの乏しい

時期に使用された、歴史的にも価値あるものが相

当数含まれている。

　寄贈の趣旨が「広く活用」にあるならば、①特

に大切な限られた図書は図書館に収め（保存状態

に差がでる）、②学院の歴史に関わるものは法人

管理の歴史的資料に加え、③保育指導にかかわる
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の大切な一冊を、立花が南に渡した時期は特定できない。
９ 元の持ち主については、不明である。
１０ 手稿ノート20番は、筆者(熊田)が判読を行い、執筆

中の修士論文「南信子の保育思想の形成－戦前・戦後の

歩みから－」において、ランバス女学院で学んだ保育方

法－南信子の「保育案　昭和拾四年」として用いている。

この拙稿では、本保育案が書かれた1939 (昭和14)年当時、

主に公立幼稚園でなされていた系統的保育案との比較検

討を行い、真に子どもに基点を置いた経験主義的な自由

保育を志向した保育案であることを明らかにした。
１１ 手稿ノート233番に書かれている英文字は、南信子の

筆跡とは異なり、Tomi Tachibanaとサインが入っている。

そのサインとノートの筆跡が同じであるので、立花富が

使用していたノートであると判断できる。ノートの内容

から1930年に立花富が学んで書いたものではないかと思

われる。南信子に渡ったのが、ランバス女学院時代なの

か、聖和幼稚園時代なのかはわからないが、立花富の勉

強ノートから南信子が学んでいたのは明らかである。内

容の一部を抜粋する。

Training  The  Toddler  by  Elizabeth  Cleveland

　　ⅰ．The  Needs  of  The  Toddler．

　　ⅱ．Standards  for  Physical  Development.

　　ⅲ．Standards  for  Mental  Development.  

　　ⅳ．Standards  for  Emotional  Development.

　　ⅴ．Standards  for  Social  Development.

　　ⅵ．Graduating  into  The  Kindergarten.

The  Nursery  School  by  Margaret  McMillan

　　ⅰ．The  purpose  of  the  book.

　　ⅱ．The  Nursery  School．

　　ⅲ．Plan  of  the  Building．

　　ⅳ．The  Garden.

　　ⅴ．Diet．

　　ⅵ．

　　ⅶ．What  to  do  for  a  toddler.

　　ⅷ．A  winter  day  in  the  toddler’s  camp．

　　ⅸ．The  three  and  four  year-­old.

Advance  Printing　

　　　　Saturday  Morning,  May  10th

　　　　　　　　　　　　Session  c

Education  of  the  Pre-­School  Child  (Nursery  School)

　　　　Helen  T.  Woolley,  Ph.D.

５ 特に重要と思われるもののみ、記載する。

『聖和八十年史』『聖和保育史』南の出身校の歴史。

『聖和幼稚園100年史』記念誌であるが、各時代を正確に

まとめている。職員名簿に南の名前もある。

『活水学院百年史』南信子がランバス女学院で教わった高

森フジは、活水女学校の出身であり、それが確認できる。

北陸学院大学の図書館には未所蔵。

『幼稚園及び低学年の行為課程』（パティ・S・ヒル、高森

富士子訳）高森フジが、進歩主義教育の旗手パティ・ヒ

ルの著書を翻訳・出版したもの。

『人間の形成』『個人と宗教』（G.オルポート著）南はオル

ポートをよく取り上げている。

『日本基督教幼稚園史（創立50周年記念）』北陸学院保育

短期大学への寄贈本

『フレーベル教育学』（荘司雅子著）著名なフレーベル研

究者である著者からの献呈署名がある。

『キリスト教保育者の見たヨーロッパの幼児教育』（中原

由利著）著者から南への献詞あり。中原氏はキュックリ

ヒ記念財団総主事で、上記の荘司雅子氏とも親しかった。

本稿の執筆者畠山が親しくお世話になった方で、同書は

長年探していた一冊であった。この一冊との出会いが

「南文庫」への取り組みの原動力となった。この本は市販

品でないため古本でも入手しがたい。
６ 和書は、背タイトルで内容がわかるが、洋書は勝手が

異なり、整理に踏み切れずにいた。しかし、和書のほと

んどが戦後のものであり、保育短期大学の出発時には洋

書を手がかりにした可能性が見えるにつけ、洋書の内容

把握に踏み切ることにした。
７ ロエナ・ウィンは、保育短期大学設立のために保育の

専門家として着任し、初代学長　アイリン・ライザー

(1955年11月退任し帰米)の後、第二代学長となった人物

である。彼女は、3年間主任教授として教え、1954年5月、

ナースリー・スクールの園長を兼務（アメリカのスミス

カレッジで「ナースリー・スクール」を教えた専門家で

あった。『北陸学院創立125周年記念誌』p.22）、その後、

幼稚園長も兼務した。1957年6月に退任し、第３代学長

は番匠学院長が兼務した。
８ 立花富は、南の恩師で聖和幼稚園での協働者である。

62番には、「Cook」とサインがある。広島女学校からラ

ンバス女学院へと移行しながら保育内容と方法の革新に

活躍した、あのクックが立花に贈った本であろうか。ただ、

立花自身による署名もある。1938（昭和13）年は、すで

に宣教師たちの滞在が難しくなっている時期である。そ
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のでなければならない。

　×　×　

あっちにいってからの勉強の中心となる事を示される。

性格形成、人格形成についてである。幼児期におけるキ

リスト教的人格の完成、その為に私は学びたい。それに

ひまがあれば、宗教教育とオーガニストとしての訓練を

うけたい。クワイヤーの指導と。

九月一日㈬

もう入港を目の前にひかえて何ともいえない不安なきも

ちになる。・・・（中略）

①民族的優劣その他に関する事柄

②ゆるしあって歩みたい

出来る限り尋ねる事、あらゆる事を、学ぶこと、思う事

をである。時を楽しみ学ぼう、学ぶ為に遊ぼう、彼等と

遊ぶ事ができるならば、しあわせである。心をひらいて

遊ぼう。然し私は、

a)　先づ英語をマスターしてかえらなければならない。

若しこの一年で目的が果たされなければ、私は英文

科に一年ゆく学生をなせんだ事となる。

b) 専門の学問といってもはずかしい限りである。思想

的にも哲学的にも心理学的にも。故に私はこの一ヶ

年よく、その原理をつかみ、論文をかきたい。

c) 真の社交を学びたい。本当に人を喜ばせる事ができ

るならば幸せである。本当に人と交わる事ができる

ならばしあわせである。
１４ 佐々波秋子氏（保育科２回卒）は、南信子の教え子で

あり、晩年生活を共にした方である。折に触れ筆者を励

まして下さり、南の著書や掲載新聞記事のコピーを届け

てくださったことに感謝申し上げたい。
１５ アルバムの表紙に記載されたタイトルを年代順に配列

1954-55 アメリカ留学

1963 第13回生　先生のいなかった卒業式に

1963 幼稚園の園児と（ケニヤ派遣中の第一幼稚園）

1963-64 ケニヤにて　ケニヤ～留学生迎える

1965-66 ケニヤ留学生を北陸学院に迎える 

ケニヤからきた留学生

1966 ケニヤ便り

1965前後 短期大学における活躍時代

1965以降　南信子先生の周辺の出来ごと

1967-68 三小牛に移転

北陸学院短期大学における色々なスナップ

南先生といっしょに働いた方々

198911 北国文化賞受賞

　　　　Director,  Child  Development  Institute,  

　　　　Teachers  College,  New  York  

The  use  of   the   term  “nursery  school”   in   the   title  of   the  

topic  of  the  discussion  in  this  section  was  intended  by  the  

Program  Committee  to   indicate  the  desire  for  discussion  

of   formal  and  planned  education.  As  yet   the  nursery  

for   very   young   children.   The   Program  Committee  

suggested，however,   that   the  discussion   is  not   to  be  

limited   to   the  age  period  usually   covered  by  nursery  

school,   from  eighteen  months  or   two  years  on.  Children  

remain  in  the  nursery  school  until  the  kindergarten  admits  

them,  which   is  at   four  or   five  years.   I  shall  accordingly  

divide   the  discussion   into   two  age  periods：First,   the  

years  of  age  I  shall  use  the  term  one-­year-­old  to  indicate  

etc.  Accordingly,   four-­year-­old  children  will  be   the  oldest  

discussed  in  this  section.

１２ このノート233番は、「南文庫」の洋書、とりわけ立花

富のサインが入っているものとの関連があるのではなか

ろうか。
１３ 原文から一部を抜粋して紹介する。

八月廿八日㈯

“ナミシヅカ　アリウシャンオキヲトオル　ミナミ”と電

報を打つが何だか胸がいっぱいになる。あさ十時半、故

国では朝の八時半、何をしていらっしゃるだろうかと考

えてみる。海と空の他には何もない。銀波が美しい。新

しくなってかへりたい、新しくされる為にけんそんであ

りたい。

　×　×　（注　×は実際の表記である）

地上的な愛を求め／＼た果に聖書ヨハネ伝二十一章を示

される。

我を愛するかとキリストが問い給ふ。凡ての事に者にま

さって我を愛するかと問い給ふ。

この世界に生きなければならぬ。イエスを愛する世の民

に於ては、この世のものみな、ちりにひとしい。只羊を

飼えとのみことばにしたがひたい。

私共召されるものはみな、この使命がある″羊″をかえ、

いろ／＼の学問の為に海をわたる然しエホバを知るは、

知識のもとなり。

すべての事はエホバを知る知識から等し、こゝにかえる



「南文庫」の概要とその利用について

－367－

１６ 『おもちゃ』は、ランバス女学院保育科の卒業研究と

して、玩具の歴史、選び方、用い方、与え方、作り方等

を調査し綴られたものである。子どもの発達や気質に応

じた内容を検討しているところから、ランバス女学院に

おける学びを読み取ることができる。筆跡から、南信子

は「恩物」について研究したと思われる。恩物の種類に

ついてだけに終わらず、フレーベルの幼児教育観につい

てもまとめて記されている。
１７ その９ページ「現在まで存続している私立の幼稚園

は、明治十九年（一八八六）十月、金沢にアメリカ人ミス・

ポートル(F. E. Porter) によって開設された英和幼稚園

（現北陸学院短期大学附属第一幼稚園）であるといわれて

いる。」という部分に、南によると思われる印がつけられ

ている。この内容は、以下の「基督教保育」誌の内容と

関連している。

　南は、当初『基督教保育』122号（1957年1月）で、北

陸学院の幼稚園を「日本最初の」幼稚園と記していたが、

高崎毅氏が、同誌176号（1961年7月）で「現存する日本

最初の」と訂正している。上記官報（1976年）では、こ

の結果を入れて、英和幼稚園は、「現在まで存続している」

最初の私立の幼稚園である、と記載したのであろう。
１８ ヘファナン女史については、拙稿①でも触れている

が、次の文献は、ヘファナンの「保育要領」がどのよう

に受容されたかに言及している。

塩入隆「この人々の力によってⅡ　日本キリスト教保育の

峰々」（『キリスト教保育1986年7月号』）同Ⅰは同年6月号、

合わせてキリスト教保育史の速習に優れている。

「「保育要領」は①見学②リズム③休息④自由遊び⑤音楽⑥

お話⑦絵画⑧製作⑨自然観察⑩ごっこ遊び⑪健康保育⑫年

中行事の十二を、幼児の望ましい経験としてかかげた。

ところが、大方の日本の幼稚園は、これを大正十五年制定

の幼稚園令に規定された遊戯・唱歌・観察・談話・手技の

五項目と同一のものとみなした。折角のヘファナンの指導

も、新しい保育十二項目として理解されてしまった。ヘフ

ァナンの意図を十分に、より深く理解し得たのは、自由主

義保育の伝統とデューイの教育学を学び理解していたキリ

スト教幼稚園の教師たちであった。」（同p.11 ～ 12）
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